
わたくしたちは、手リ横川と手ji沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市震です。
わたくしたちは、回図教商文化都市をめざす市民としての鍔

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民意重曹を定めます。
水と織と土のにおいがいっぱいの 住みよいあびこにレます
心と体をきたえ 生き生きと働き 伸びゆくあびこにレます
老人を大切にし 子どもの夢を商て 幸せ主主あびこにします
ふるさとを愛し 文化を高め懸かなあびこにします
みんなで絡しあい きまりを守り 明るいあぴこにします

.zz:. 
島呈憲民市φ 

広
事醍

N日.8041991年(平成3年)

課
け

聴
け
《

広
日
r

報
氾
サ

広
引
恥

部
V
A

内

政
問
ド

財
沼
、

画
目

r

企
引
吋

所
糊
町

役
開
叫
、

市一
w

r

仔
山
晴

樹
一
山
内

曜語

近
年
の
地
価
高
騰
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
で
は
土
地
税
制
の
あ
り
方
足
つ

い
で
横
討
が
加
え
ら
れ
、
こ
の
工
地
税
制
の
内
容
を
中
山
に
平
成

3
年
度
の
地
方
税
法
等
の
改
正

ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。
こ
の
な
か
で
、
特
に
土
地
の
評
価
替
え
巳
伴
う
固
定
資
産
税
等
の
増
収
分
に
つ

い
て
は
、
そ
の
全
額
を
住
民
税
の
減
担
分
に
あ
て
る
こ
と
巳
し
て
い
ま
す
。
ま
定
、
土
地
評
価
替
え

に
よ
る
税
負
担
の
急
増
を
緩
和
す
る
だ
め
の
措
震
も
あ
わ
せ
て
改
正
し
、
な
か
で
も
個
人
の
住
宅

用
地
巳
か
か
る
税
負
担
巴
つ
い
て
は
、
一
躍
緩
和
さ
れ
る
よ
う
巳
な
り
ま
し
だ
。
舎
包
は
、
こ
れ
ら

の
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
課
税
課

土
地
税
制
の
見
睡
し

固

活

留

部

昌

川
負
担
調
整
措
誼

平
成
3
年
度
は
、

3
年
に
1
度

の
閲
定
資
産
評
価
替
、
え
の
年
で

す
。
今
刷
は
、
土
地
価
格
の
高
騰
か

ら
大
幅
な
土
地
評
価
の
上
昇
が
み

ら
れ
ま
す
。
通
常
、
土
地
に
か
か
る

閤
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
は
、

課
税
の
法
と
な
る
評
価
に
よ
っ
て

価
格
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
価

格
を
ぷ
一
に
課
税
標
準
額
を
算
定

し
、
税
率
を
乗
じ
て
税
額
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
用
地
は

税
負
担
を
特
に
軽
減
す
る
必
市
古
か

ら
、
課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
設

世
。
土
地
評
価
替
え
に
よ
る
税
負

担
の
増
加
を
緩
和
す
る
負
担
調
整

措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
課

税
標
準
額
を
毎
年
徐
々
に
本
米
の

評
価
に
近
づ
け
て
い
く
方
法
で
す
。

特
に
今
回
の
負
担
調
整
措
間
で

は
、
今
ま
で
「
宅
地
等
」
と
「
燥
地
」

の
2
区
分
で
あ
っ
た
も
の
が
、
「
住

宅
用
地
」
、
「
法
人
非
住
宅
用
地
」
、

「
個
人
非
住
宅
用
地
」
、
「
民
地
L

の

4
区
分
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で

も
表
ー
の
よ
う
に
住
宅
用
地
の
負

担
調
控
措
一
一
山
を
き
め
細
か
く
し
、

負
担
調
挫
の
期
間
を
こ
れ
ま
で
の

3
年
か
ら
5
年
に
延
長
し
て
税
負

担
の
増
加
を
お
さ
え
る
よ
う
な
措

置
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

雪提
上 王手 E事 負昔旦銅~率

1 1 1.27依以ドのもの 1. 05 

1. 27ftfを起iえ、l.43倍以下のもの l. 075 

住 1. 43怖を必え、1.6倍以下ーのもの 1.1 

~ 1. 6f告をi担え、 2.0倍以ドのもの 1. 15 

用 2.0f音を起lえ、 2.4f古以下のもの 1.2 

地 2.4!古を起!え、 3.0倍以下のもの 1. 25 

3. of古をJj'jえるもの 1.3 

固定資産税の

路線価を公開

一平成
3
年
度
の
土
地
評
価
替

え
に
と
も
な
う
固
定
資
産
税
の

土
地
の
路
線
価
の
一
部
を
公
開

し
ま
す
。
閲
覧
は
、
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
。

V
公
開
閉
蛤
臼

(
水
)
か
ら

V
公
開
場
所

V
公
開
地
点

5
月
1
臼

課
税
課
窓
口

市
内
初
路
線

価
の
公
聞
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
6
年
度
以
降
の
評

価
替
、
え
で
は
、
土
地
基
本
法
を
踏

ま
え
相
続
税
評
価
と
の
均
衡
を
配

慮
し
、
地
価
公
示
価
格
の
一
定
割

合
を
目
標
に
評
価
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

出
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
拙

間
の
価
格
要
件
を
衰
7
の
と
お

り
引
き
上
げ
減
額
対
象
住
宅
の

山
市
街
化
区
域
内
農
地
課
税
の
適

正
化こ

れ
ま
で
の
長
期
営
雌
継
続
出

地
制
度
で
は
、
営
内
比
実
紛
の
あ
る

市
街
化
区
域
内
の
民
地
は
宅
地
枚

み
課
税
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
「
燥
地
と
し
て
保
全
す
べ
き
山

地
」
と
「
宅
地
化
す
べ
き
民
地
」
と

に
区
分
の
明
確
化
が
図
ら
れ
、
生

産
緑
地
法
の
一
部
改
正
と
あ
い
ま

っ
て
、
長
期
営
牒
継
続
民
地
制
度

は
、
平
成
3
年
度
限
り
で
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

山
路
線
価
の
公
開
世
帯

土
地
評
価
の
均
衡
化
、
適
正
化

に
資
す
る
た
め
、
平
成
3
年
度
の

評
価
替
、
え
に
あ
た
り
、
一
部
路
線

固
定
資
産
税
の
そ
の
他
の
改
正
点

そ
の
他
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

ω免
税
点
の
引
き
上
げ
(
褒
S
)

表 6

区分 土地 *騒 償却資産

改 l 
15 8 。

立 ii 7i 。
|可 IlJ )j 

前 円

改
30 20 5 

正 万 Ji 。
Ig 111 )j 

後 JIj 

mw
却
虫
泊
四
ω
宙
窃

特
別
土
地
保
有
税
は
、
昭
和
刊

年
代
後
半
の
地
価
高
騰
を
背
去
に
、

土
地
投
機
抑
制
を
図
る
目
的
か
ら

昭
和
岨
年
度
に
創
設
さ
れ
た
政
策

税
制
で
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
昭
和
白
年
1

凡
1
口
以
後
に
取
得
し
た
土
地
の

保
有
に
つ
い
て
、
凶
年
聞
に
限
り

個
人
住
民
税
の
減
額

個
人
住
民
税
は
、
昭
和
臼
・
臼
年

に
わ
た
り
、
給
与
所
得
者
を
中
心

に
大
規
模
な
減
税
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
税
率
構
造
も
凶
段
階
か
ら
7

段
階
、

3
段
階
へ
と
大
幅
な
税
負

担
の
緩
和
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控

除
な
ど
の
諸
控
除
の
額
の
引
き
上

げ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
3
年

度
の
住
民
税
は
次
の
よ
う
な
改
正

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
税
率
構
造
の
改
正

中
堅
所
得
者
層
を
中
心
と
し
て

税
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
い
う
趣

旨
か
ら
、
褒
4
の
よ
う
に
所
得
割

最
低
税
率
の
5
%
の
適
用
範
聞
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
率
叩
%
の
適
用
範
同

を
5
0
0
万
円
か
ら
5
5
0
万
円

ま
で
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

表 4

税率
改正前の 改正 後の

課税所得金額 篠税所得金額

5% 
120万円 160万円

以下の金額 以下の金額

10% 
500万円 550万円

以下の金額 以下の金額

15% 
500万円 550万円

を超える金額 を超える金額

叩
詰
控
除
の
引
き
上
げ

平
成
3
年
度
の
諸
控
除
の
額
も

喪

5
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

改正後

万

!
 

日
!

31 

改正前

30 

万

円

基礎控除

配偶者控除

扶養控除

控除項目

申衣川
山
非
鶴
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

低
所
得
者
層
の
税
負
担
を
配
慮

す
る
た
め
、
所
得
割
、
均
等
割
の
非

課
税
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

1
0
0
0
耐
(
従
前
は
5
0
0
o

t
以
上
の
土
地
保
有
に
対
し
て

賦
課
し
、
新
た
に
土
地
を
取
得
す

る
場
合
は
、
平
成
3
年

4
月
1
日

か
ら
1
0
0
0
凶
以
上
の
土
地
取

(1 m・当た川監

グコ
ナ広
大
をφ

図
'っ
て
し、

ま
す

表7

区 分 改正前 改正後

木 進 85， OOOfIl 97，000円

面t 火 117，000円 153，000円

非木造

簡易耐火 96，000円 125，000円

件
に
刻
し
て
賦
課
さ
れ
る
な
ど
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
特
別
土
地
保
有
税

に
つ
い
て
は
、
青
空
駐
車
場
、
資
材

涜
場
等
の
特
定
施
設
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
土
地
が
、
納
税
義
務
免

除
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
な
ど
の

細
か
な
取
り
き
め
が
あ
り
ま
す
。

自
民
自
諒
個
人
倍
風
間
ω

山
長
期
所
有
の
土
地
の
譲
渡
所
得

杭
半
が
衰
2
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
適
用
さ
れ
る
の

は
、
平
成
4
年
1
月
1
日
以
後
の

諜
波
か
ら
と
な
り
ま
す
。

配偶者特別控除

特別控除後の
改正前 改 正 後

11 渡 主主

6% 一律9%
4，000万円

(所得税) (所得税)以下の部分
20% 一律30%

7.5% 一律 9%
4，000万円

[;所5側%) (一所律得3税0%j| を超える部分

表問
優
良
住
宅
地
め
造
成
等
の
た
め

に
、
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
の

税
率
が
費
3
の
と
お
り
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
適
用
さ
れ
る
の
は
、

平
成
3
年

1
月
1
日
以
後
の
譲
渡

か
ら
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
適
用
期

限
が
5
年
延
長
と
な
り
ま
す
。

再E

一
所
持
悦
日
目
%
)

5

%

 

(
所
抑
制
叩
%
)

6

%

 

税

表 3

改
正
前

改
正
後

ω肘
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
、

長
期
諜
技
取
得
の
説
税
の
特
例
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
軽
減

さ
れ
る
税
率
は
4
%
(
所
得
税
は

叩
%
)
で
、
こ
の
適
用
取
得
範
囲
が

次
め
よ
う
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
4
年
1
月
1
日
以

後
の
譲
渡
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

本
特
別
控
除
後
の
醸
渡
益
(
適
用

所
得
範
囲
)

4
0
0
0
万
円
(
改
正
前
)
・

6

0
0
0
万
円
(
改
正
後
)

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

下 対反対ゑ色用機イ吏宰去にのtι 基会ミ



(2) 

苫B9切
共に生手3街

5 . 1991. 

巧調

令=
(lji 4完

日
時
・

5
月
ロ
日
(
日
)
午
諮
問
時

i
午
議
3
時

場
所
・
手
賀
沼
公
冨
コ
ミ
ュ
ニ
チ
ィ
広
場

※
一
間
夫
の
場
合
は
や
央
公
民
鎗

あ
び
句
}
…
稿
社
ま
つ
り
も
今
年
で

ロ
問
問
。
今
日
間
も
ウ
ォ

i
ク
ラ
リ

ー
や
綱
引
冬
、
子
供
広
場
で
め
お

も

ち

ゃ

仰

い

A

つ
ダ
パ

ー、

l
l

ク
リ
j
ン
セ
ン
タ
ー
に

家
総
ご
み
や
雑
務
ご
み

の
な
か
に
、
綿
入
で
使
怨
し
た
投

射
器
や
一
m
M
m札
制
が
多
川
胞
に
滋
入
し

て
い
ま
す
り

一
花
川
部
総
(
釘
)
は
、
法
業
廃
誕
物

語
の
禁
制
と
な
り
ま
す
υ

家
経
ご
み

お
や
雑
芥
ご
み
と
一
緒
に
捨
て
ら
れ

第一

い
い
。
処
刑
一
ガ
法
は
、
州

知
し
て
杭
川
別
総
(
針
)
が
山
山
な
い
よ

う
な
危
検
燃
の
な
い
器
心
入
れ
、

総
入
先
の
病
院
廿
ず
に
引
き
取
り
を

依
組
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
聞
い

し
ま
す
り

V
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
(
佐
川
辺
収
減
)
岱
(
幻
)
0
0

3
i
F
h
d
 

イ

ベ
ン

ふ

3
i

v憎
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

名、mD
月
8
8
(水
帯

ま

で

に

我

孫
子

1
6
8
4
教
育
委
員
会
体
育

課
程
(
部
)
1
1
5
1
へ

会
鼓
箆
隊
第
一
一
一
小
見
交
の
一
採
点
怜

る
綿
引
き
参
加
打
点

会
ガ
イ
ド
へ
ん
パ

i
体
験

し、
。

不
自
砲
な
方
に
出
会
っ
た
時

助
け
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

A
V
踊
り
翻
工
会
綿
入
部
の
闘
り

ふ
}
吹
奏
楽
執
都
子
吹
奏
楽
閉
に

い
液
炎

ン
ス

ト
A
W
パ
ン
ジ
努

i
満
喫

ザ

i
ズ
が
出
繍

ゆ

4
1
ク
ダ
ン
ス

子
供
広
場
一
品
開
匂

本
ス
タ
ラ
リ
!
*
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
棋
は
り
が
ね
お
も
ら
や
枠
り

;ョ
グ3

牛
乳
パ
ッ
ク

5
枚
と

ロ
;
ル
ペ
ー
パ
ー
1
m
m
の
交
換
を

し
ま
す
。
や
乳
パ
ァ
ク
は
開
い
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

V
問
問
い
合
わ
せ
社
会
一
部
社
協
議

会
怒
(
お
)
1
5
3
9

年
に
1
震
拡
韓
診
し
ま
し
ょ
う

費

用

拡

4
月
か
ら
弁
M
m
検
珍
が
ス
タ

i
ト
。
仰
は
問
は
ん
燃
料
で
す
υ

ーへ※
紛
戯
以
上
の
み
は
何
時

人
的
俄
持
ち
受
沿
で
一
さ
ま

〈
各
諜
託
臨
療
機
関
で
〉

申
成
人
病
犠
鈴
(
対
象
は
紛
級

以
上
)
牢
乳
が
ん
a

子
宮
が
ん

横
捨
(
対
象
は
泊
以
以
上
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
接
ド
記
委
品
医
療
機
関
へ

盤

料

議r;r;:' 
P誌，

す市内委託震療機関一覧表

発号i守三委託症療機関

母
子
家
路
等
の
方
へ

児
童
扶
養
手
当

ω申
請
を

目ツ

児
笈
扶
義
時
十
d

当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
、
次
の
各
号
に
為

て
は
ま
る
四
銭
未
満
の
児
波
(
陸

答
児
は
初
蔵
米
満
)
を
底
議
し
て

い
る
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て

そ
の
児
議
を
養
育
し
て
い
る
方
で

す
の
児
定
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ

る
方
で
、
ま
だ
申
泊
し
て
い
な
い

場
合
は
、
必
ず
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
約
し
た
児
意

②
父
が
死
亡
し
た
児
斑

③
父
が
震
度
の
障
害
(
悶
民
年
金

の
断
書
等
級

1
級
将
皮
)
に
あ

る
児
所
一
で
、
公
的
年
金
め
加
算

判
象
と
な
っ
て
い
な
い
児
波

川
町
父
的
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

器
父
か
ら
1

い
る
児
れ

禁
さ
れ
て
い
る
児
支

岱
品
ゆ
が
婚
婚
に
よ
ら
」
な
い
で
懐
給

し
た
児
童

③
父
母
と
も
に
不
明
の
児
翠

た
だ
し
、
以
上
の
条
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
は
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

牢
対
象
児
支
が
母
の
記
仰
向
者
(
市
内

縁
関
係
も
含
む
)
に
諮
脊
さ
れ
て

い
る
時

申
対
象
児
窓
や
手
当
を
受
け
よ
う

と
す
る
母
、
ま
た
は
義
育
者
が
悶

民
年
金
(
老
齢
福
祉
年
金
を
除

く
て
厚
生
年
金
等
公
的
年
金
を
受

給
で
き
る
時

こ
の
ほ
か
、
…
定
期
以
上
の
所

得
が
あ
る
場
合
、
手

J

当
的
支
給
制

限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
ビ

V
問
い
合
わ
せ

本
一
家
経
係

児
主
保
育
課
児

5
月
日
日
ま
で
に
手
当
証
書
の
提
出
を

児
山
武
扶
必
ザ
い
い
J

当
わ
ね
よ
び
枇
村
山
相
児

め
都
制
限
付
支
払
い
分

い
る
十
々
は
、

4
月
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と
抑
制
ん
で
い
る
こ
と

や
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ

た
袈
望
や
苦
情
幻
惑
じ
て
く
れ

る
方
で
令
。

何
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
鍛

守
さ
れ
ま
す
。
申
し
出
は
、
口

鏡
、
電
話
、
手
紙
な
ど
ど
ん
な
方

法
で
も
結
構
で
す
が
、
関
連
す

る
書
類
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
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持
政
穏
設
委
員

事
木
川
川
泉
本
町

3
の
お
の

u

g
(
泣

)
1
8
5
9

牢
斉
藤
栄
子
泉
誌
の
お

宮
(
お

)
8
7
4
5

※
市
で
は
毎
月
お
日
前
後
(
広

報
毎
月
出
日
号
「
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
」
参
照
)
に
、
市
民
務
総
擦

で
行
政
格
談
を
一
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
}
料
開
対
く
だ
さ

お気軽にご相談を

行
政
相
談
委
員
に
木
川
摂
氏

と
斉
藤
栄
子
氏
が
、
総
務
庁
長

官
か
ら
再
一
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
行
政
相
続
投
只
は
、
市
民
の

一
昨
占
と
ん
が
、
臼
明
、
市
役
所
や
J

V
R
、

N
T
T
等
の
特
殊
法
人
な

一

ど

の

つ

い

て

一
附
っ

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
症
な

く
だ
さ
い
、
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~. 議(3) 1991. 第804きま

保

セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台

i
の
ロ
の
印

(
潟
北
駅
南
口
徒
歩

2
分
)

岱
(
幻

)
1
1
3
1

方

へふ|レ

長!苔
設事
芸級
る

一一念出

こ
と
が
、

い
こ
と
か
、

)

み

ま

せ

ん

か

“

ぜ
ひ
、
ご
夫
婦
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

w
v
a
蒋

5
月
団
関
(
ネ
)
午
部
9

時
部
分
か
ら
れ
持
(
受
付
は
当
幻

午
前
9
時
日
分
か
ら
)

wv
内
容
市
民
一
ヮ
焼
V
4
4

「
叫
り
と
子

ず
な
」
本
赤
ち
ゃ
ん
の
わ
抑
制
料

入

れ

方

き

ぞ

の

他

砂診療待問午

砂持参するもの

4

司
母
競
学
級
自
槌

5 J1101J :H波の J，~
第 1回

{査を) 立壬紛体操

5月13H 主主主援ιtv)会誌科衛生
2事2n霊

(月) 主主主渓ゆとさlH表の保健

5月21日 まE緩ゅの手R~
き事3筒

(火) まE立反中み絞め:予防(設立r.iliめ話)

5 H27ト; ミfづくりオムツ
第 4図

(H) ぶちゃんの主主必

ホ
ル

1
枚。

1
5
0
m
位

、

ハ

サ

ミ

、

?
チ
針
・
宇
佐
持
移
し
て
く
だ
さ
い
。

5月信用{ま

窃:十:申
昌司局国

4

『
育
児
相
秘
日
韓

!乏

平成 3王手 lfl!'E 

、きます)

む-6歳

(相談のある方) i 

主義該受付待問

9:15-き:45

(該当児)

号:45-10:30

(その他粉j患のある方)i 

苦言施尽

民 病・箆院名 電話

3日 ま手 寺2 」Eコ‘ 綴 続 89-1111 

4 8 我孫子つくし聖子箔続 84-2211 

5 8 アピコ外科慾形外科病院 84…7321 

s臼 我孫子翠仁会病院 88-3111 I 

孫子束手II病続 82-8166 
12日

岩津皮膚科医混 88-3113 

;我孫子 つくし野鶏筏 84-2211 I 
198 

小合外科‘内科 82-0165 

手記孫子芸Hこ;会病院 88-3111 
26日

お-5555 I I電 弁 震 民

医

5. 

ぷ
十
字
事
業
は
、

年
ご
協
力
い
た
だ
く
尊
い
浄
財

(
社
従
)
ぷ
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。間

即
戦
争
に
お
け
る
窓
諜
救
織

絞
め
減
泣
や
ネ
パ

i
ル
め
欽
料
水

供
給
事
業
な
ど
の
開
発
・
後
劫
を

は
じ
め
、
県
東
衛
部
地
域
に
お
け

る
泡
巻
災
拐
、
門
口
付
札
機
墜
務
事
故
、

袋
小
川
紙
一
山
な
ど
の
災
答
救
議
活

動
、
成
問
ぷ
十
字
病
誌
を
や
心
と

お
ゃ
ん
を
小
心
に
お
ち
ゃ
ん
の
体

織
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
段
を
よ

く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
母
さ
ん

の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ら
ゃ
ん

の
成
予
U
す
ば
ら
し
い
も
の

る
w

}

と
が
で
き
ま
す
。

ぞ
く
だ
さ
い

o

v柑
鎖
的
容

ゃ
ん
体
操
、

和
議
な
ど

※
 

6
か
月
用
、

9
1
日

か
月
別
)
を
利
嬉
し
、
販
制
精
機
関
で

党
け
ま
し
ょ
う
。

一山
ψ

児
マ
己
住
ワ
ヲ
チ
ン
一

一¥ハ

r
u一
オ
〉
投
与
一

V
対

象

平

成
2
年
日
月
以
前
は

生
ま
れ
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
牒
摘

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児
(
エ
額
百

と
2
由
自
の
間
陥
は
6
諮
問
間
以
上

ゐ
げ
る
こ
と
)
。
対
象
児
に
は
通
知

す
る
救
急
医
様
体
制
制
め
務
俄
、

試
市
出
ル

1
ム
の
紋
置
な
ど
、
す

べ
め
卒
業
が
俊
さ
ん
の
善
意
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

5
月、

6
Rは
赤
十
字
連
動

月
間
で
す
。
近
日
中
に
釘
内
・

8

治
会
の
役
員
の
方
や
部
十
字
泰

仕
菌
兵
の
方
が
皆
さ
ん
の
お
宅

に
お
山
内
い
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
会
長
綴
い
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

し
ま
す

o

v
a時
S
Mバ
9
M
M
(木
)
、
お

g

(
本
)
午
後
1
持
部
分
か
ら
2
時

初
分

V
持
参
ほ
子
健
康
子
組
、
間
総

淡※
下
端
、
発
熱
そ
の
怖
心
配
な
と

き

は

、

の

後

お

い

存をzlおう/
てれ象よべ
三広 lびJvlい

~L ri i判ク1 • 

も 31定リ
(ETBン
対 G 月 C&
象接以 1GB箆
児担 蔀 」 … ー
にをに

ー
畿
学
の
頃
は
、

少
さ
を
し
、
か
だ
w
a

日

立
心
も
め
ば
え
て
数
制
作
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
留
が

離
せ
な
い
時
期
で
大
変
な
ん
時
間
以
で

す
が
、
器
本
的
な
生
活
滋
様
変
身

に
つ
け
さ
せ
る
大
拐
な
時
期
で

す
。
健
全
に
育
て
て
い
く
た
め
に

も
う
一
度
、
母
親
、
父
毅
の
役
割
を

み
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か

0

.
該
中
諮
問
バ
は
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

笈

当

者

お

よ

び

接

援

制

期

間

1
歳
の
誕
生
尽
か
ら
滋
学
部
ま
で
の
幼
児

(
2
窃
接

種)。
な
h

品
、
悠
後
叩
ゆ
か
月
か
ら
お
か
阿
月
ま
で
に
接
種
す
る

こ
と
が
緩
ま
し
い
。

(
S丹
念
体
聞
く
年
間
〉

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

次
の
予
防
接
穂
は
附
脱
線
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
議
硝
陸
療
機

関
は
、

2
一
部
の
市
内
接
託
匿
探
機

関
一
蹴
淡
そ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
蘇
絡

め
子
妨
接
種
を
受
け
る
縮
、

M
M

R
(新
一
ニ
種
混
合
"
"
“
H
:
麻
勝
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
〉
を
希
望
す
る

方
は
陸
部
に
ご
特
続
く
だ
さ
い
。

V
持
参
冊
子
館
蟻
手
緩
と
印
鑑

V
費削
m

就
学
前
ま
で
無
料

語審 ; 
2三種混合

j 滋筏せき 1 榊

日本脳炎 iI 
1 ジブ苧リア

I 日向 紙
れましか}

1-ea'a，‘孟，
a
争も

&;a，もも
--e

・o・-a，‘，‘，‘，
e'丞

'sa，.. 4
S
6
4
.‘
.
4

・6‘‘
‘
も
も
を
も
も
亀
今
、

e'争
&'a，‘‘

の
高
熱
が
続
く
こ
と
が
多
く
、
長
枚
が
出
現
し
ま
す
。
皮
腐
の
党
務
の
励
行
に
心
が
け
、
佼
悪
し
た
一

一

健

康

メ

モ

⑪

間

低

く

語

路

い

撃

を

示

し

、

み

で

セ

ン

ト

の

震

で

み

ら

タ

オ

ル

や

物

品

な

ど

と

の

章

一

平
均
4
i
q
u
口μ
続

き

ま

す

。

ぬ

汁

、

札

ま

す

。

日

同

瀧

け

る

よ

う

に

し

ま

す

。

一

…

プ

i
ん
の
水
会
介
し
て
、
人
駿
、
明
蹴
捕
な
ど
の
呼
吸
器
続
松
治
療
は
特
効
識
が
あ
り
ま
せ
ん
予
後
は
全
般
的
に
良
好
明
¥
…

一
か
ら
人
へ
と
一
段
押
す
る
た
め
プ
め
は
か
に
悪
心
、
腹
端
、
宝
黙
と
い
の
で
対
続
線
訟
を
行
い
ま
す
。
し
平
地

5
i
7
5
4
L
治
癒
し
ま
一

…
j
ル
叫
す
持
ば
れ
て
い
ま
す
。
っ
た
沼
化
器
症
状
も
か
な
り
の
頻
か
し
、
細
磁
な
ど
の
二
次
感
染
が
す
。
流
行
が
発
生
し
た
場
合
、
ブ
一

…
年
間
会
通
じ
て
発
症
が
み
ら
れ

:

i

ル
は
直
ち
に
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。
一

工

芸

、

主

に

亥

警

護

の

d
g
'
h
p
'移
表

第

弘

法

た

、

議

は

、

主

要

症

状

て

…

潟

で

流

行

し

ま

す

。

き

症

状

物

語

〆

Z霧

繁

多

勝

繁

返

し

た

後

2
2経

過
す
る
一

一

言

2
1
2ど

で

W
，

ψ

撃

の

ク

私

蕊

で

は

禁

止

さ

れ

ま

す

。

…

一

昭

一

閣

総

務

熱

と

も

い

わ

れ

て

い

本

恒

は

予

防

が

特

に

大

切

で

す

。

…

…

ま

す

。

度

で

み

ら

れ

ま

す

。

ム

芝

、

鋭

部

、

疑

わ

れ

る

場

合

に

は

抗

生

物

脱

会

ブ

ー

ル

か

ら

あ

が

っ

た

後

装

…

…
州
似
体
は
反
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
前
耳
介
部
、
領
下
部
め
リ
ン
パ
節
投
与
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
践
、
う
が
い
は
必
ず
災
行
し
、
シ
…

…
で
、
潜
伏
期
間
は
3
1
7
U
で
な
ど
に
脆
既
成
鳴
が
認
め
ら
れ
…
故
療
法
は
安
静
に
附
臥
床
し
、
ャ
ワ

i
で
全
身
を
洗
い
流
す
よ
…

…

す

。

あ

什

、

端

組

、

災

保

な

ど

が

ま

す

む

水

分

、

カ

ロ

リ

i
を
充
分
に
と
り
、
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
一

…
感
染
穏
で
す
。
党
熱
は
必
発
で
絞
め
披
状
と
し
て
は
娘
端
、
法
下
痢
を
伴
う
場
合
む
は
潟
化
の
良

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
臨
…

…
は
あ
り
法
せ
ん
が
、
犯

iω
℃
瞬
、
薬
品
穏
な
ど
の
紡
脱
炎
痕
い
食
事
は
し
ま
す
。
ま
た
、
互
い
史
料
控
(
鴎
V
5
5
2
S

…

画

i白
鴻
紙
忠
一
一

肩
こ
り
や
腰
痛
で
鵠
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
怨
別

招
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

V
時

間

午

後
1
時
加
分
か
ら
3

'9' 

“十炎
1
与
O
叫
す
?
っ
2

f

F

3
酌
合
え
よ
;

V
持
参

※
発
熱
的
寸
心
郡
山
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
一
政
め
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

-
訟
の
総
生
白
か
ら
就
学
的
約
ま
?
の
幼
児
。

なわ却、

1
開
却
を
生
後

ωか
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
ー
期
以
3
1
8
週
の
問
問
織
で
3
図
媛

積、

2
期
は

1
潟
終
了
後

1
年
以
上
あ
け
て

Z
額
媛

積。

(
8
河
合
体
開
く
年
間
}

3
晶
臓
の
誕
生
日
か
ら
就
学
的
泌
ま
明
、
の
幼
児
。

2
綴
は
1
i
2週
間
の
間
関
穏
や
、
2
間
接
種
、

2
期
は

翌
年
Z
窃
接
種
。

〈

4
月
i
7
月
)

山
砲
ブ

子
供
議
終
1
本
)

{
議
開
も
忘
れ
ず
山

い
)

4
司

A
1
鰻
6
か
同
月
鰐
鶴
藤
総
経
白
樫

5月(水16)臼 5Ji 9 Ei剣
{本}日

9 :15-10・30 時間

会、 'JL
か f平お I ら語文

31i乙 1り5ie ふAムJ 

認可三 日年
:1ミ10 '主 10

:ま n ま月
象れ 16 tL 1 

I.l 1I 
~資
IlJ 
~差

主お;

5月7臼|身近なき室長話法{話)
{火) I体後{深呼吸、体を動かすま長率}

5月14B I .i立ミJH全滅
(火) I吉宗獲のバランえをとるために

5刃21H I乏しい箇のみがきち。と滋そうのうろうの予防について
{火)刃こり脱綿子設さず){本後

5 fl28ぼ 1mこり楼鶏予変容の手主総
(火) I (体の状態をえながらや主主換を行います〉

"‘司令，.内

柚
保
健
所
か
ら
許
可
い
い
日

時 V あ V
か箆る対
ら碍 18象 I“制も♂

2 高気 }続二
時 5 未整 l'経緯

月満形 νF弓
23 グ〉 タト i
日 :J'L手斗 iを伺

幼的 i守口
!尽な!

午と d心[震波
後児配|民1(
l 窒の

柏
保
健
所

V
場
…
的

V
内
審

本
整
形
外
科
認
は
よ
る
診
察
、
指

導事
保
錦
繍
に
よ
る
相
談
、

V
持
参
母
子
健
康
手
繰

'9' a寺
1'fI...-::-

"君，
L ム泌ー

込付
み.

ー
時
部
分
)

mw
飽
セ
ン
タ
ー
へ

i

v

'

v

 

縄器

窃

昨
(
譲
涜
瀧
窓
謹

V
対

象

昭

和
mw
年
2
月
生
ま
れ

(
通
知
が
い
会
ま
す
)

v
m
M
特

6
月
比
日
(
火
)
後

後
工
時
日
分
か
ら
2
時
日
分

V
場
所
帯
保
鐙
ゼ
ン
タ
l

v
持
参

ラ
シ
、
尿

歯
フ



(4) 5. 1991. 一、=
⑧
市
民
図
盤
館

⑧
湖
北
台
分
館

⑧
布
佐
分
館

⑧
移
動
図
盤
館

合
(
剖

)
4
1
1
1
0

怨

(
U
)
3
0
5
5

合
(
関

)
n
l
3
1
T

合
(
訂

)
0
9
0
9

。.
合

月

の

新

刊

6毎
V
著
名
(
著
者
)
*
か
ぜ
の
て

の
ひ
ら
(
俵
万
智
)
牢
そ
こ
ま
で
や

ら
な
く
て
も
い
い
の
に
物
語
(
ね

じ
め
正
ご
*
剣
客
商
売
包
丁
ご

よ
み
(
池
波
正
太
郎
)
*
タ
マ
リ
ン

ょ
ん
ど

ド
の
木
(
池
内
伴
夏
樹
)
本
文
土
め
風

貌
(
井
伏
鱒
二
)
*
自
主
の
散
歩

(
村
田
菩
代
子
)
*
孤
独
の
発
明

(
ポ
ー
ル
・
オ

l
ス
タ

l
)
牢
U
M
栄

か
が
り
び

の
簿
火
(
ト
ム
・
ウ
ル
フ
)
牢
聞
の

中
か
ら
米
た
少
女
(
タ
シ
ー
ル
・
ハ

メ
ッ
ト
)

お
は
な
し
会

第804号

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
絵
本
と

の
出
会
い
を
-
:
、
健
や
か
な
成
長

を
・
・
・
と
い
う
思
い
を
こ
め
て
楽
し

い
お
は
な
し
ゃ
絵
本
の
読
み
き
か

せ
を
行
な
い
ま
す
。

4
歳
か
ら
9
歳
く
ら
い
の
チ
ピ

ツ
子
集
ま
れ
/

V
日
程

*
5
月
2
H
(木
)
、
同

日
(
木
)
市
民
会
館
第
4
会
議
室

本
5
月
9
日
(
木
)
、
幻
日
(
木
)

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

V
時

間

午

後

4
時
か
ら
4
時
加

分

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

。
湖
北
台
分
館
・
盤
絵
(
色
紙
)

V
作
品
・
作
者
風
長
・
森
ハ
ル

(
若
松
)
、
花
・
小
村
長
子
(
つ
く

し
野
)
、
風
景
・
山
野
瀬
王
子
(
若

松
)
、
水
仙
・
竹
内
秀
子
(
計
松
)
、

胤
民
・
斉
尾
き
し
子
(
天
王
台
)

。
布
佐
分
館
・
墨
絵
(
色
紙
)

刊誌)，き
~ 

れ司、M 号官署露説全管響(自書館~)

島⑧
 

一
人
よ
り
二
人
、
二
人
よ
り
三

人
、
そ
し
て
三
人
よ
り
大
勢
の
仲

間
違
が
集
ま
れ
ば
、
自
然
と
心
も

は
ず
み
ま
す
。

(船戸教室)

-...:.;冒

，・~~、冒.

M、E
~ 

・且 1 ・~

~ 
~~ 

......::・・ ・・・・・

Ia 

ー
楽
し
き
か
な
人
生
|

楽
し
く
語
り
会
え
る
仲
間
づ
く

り
と
共
に
つ
く
り
あ
げ
、
学
ぶ
喜

び
を
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
。

「
年
は
取
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら

さ
」
そ
う
い
う
人
達

を
歓
迎
し
ま
す
。

V
学
習
内
容
*
地

域
の
こ
と
を
知
ろ
う

*
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
い
る
た
め
に
*

話
し
上
手
、
聞
き
上

手
*
楽
し
く
暮
ら
す

知
恵
ほ
か

V
学
習
場
所
と
き

わ
青
年
館

V
学
習
日
時

5
川

引
抗
日
(
金
)
か
ら
毎
月

第
4
金
昭
日
で
、
年

野
の
花
、

風
景
、

曜日 日 ステーション名 場 所 時間(午後)

中 出F 中峠 f也 IJI 符公 I~I 1::10-2:10 

水 15 {胡 北 調「 +; 下叶ずf 2:20-2:50 

新木 ~!r あらさ 'I!} ス[ア災 3:1()-4:00 

2 大 E7i -* )，，:. J: 7i 米リ己中公|北| !:30-2:00 

木 R. E ti i'可 7X 9'1' i宇 り公 I~I 2・!O-2:S()
16 

ぼ山台 Ayrkts 仰l!rk吋 -Uh 4 ひ公 1，.1 :1:l()-4:00 

久-;p家 久 守 家 あ け ぼ の 公 附 2:00-2:45 
会 17 

W:frl'.I，ショソピングセノタ一袋っくし野 3:00-4:00 

B オi {左 者E 75 主ド 2:00-2:30 
水

22 布佐平和台 布{左 F特近隣センター 3:00-4:00 

9 
臼 山 ニ洋司Z後社宅人口 1:40-2:20 

木 並 木 丸石家具駐車場 2:30-3:00 
23 

ーE£コa 回 4Eヨ、 回 池 sL :L、、、 図 3:20-4:00 

10 中良 戸 根円近隣センター 2:00-2:40 
金

24 っくし野 *:6!，~ヨツピングセンタ-;}~ 3:00-4:00 

V
作
品

(
2
点
)

V
作
者
我
孫
子
虫
絵
同
好
会

画
展
示
期
間

5
月
2
日
(
木
)
か

ら
初
日
(
木
)

が地だ 'r(1勺 rf1 羽 ~ 
メ l沫 寸 ω ボにな者身 車ー富 ; 
ン なポ ラ活人(体 昌一一回 i 
パイラ ン動 達!fG障 ι-1 
l メンテしの、害 百

は |テ ィて介な者 --.r:-
みジイ アい 謎ど=- -1骨~
ん をア ・、るやめ九 一且........ 
なもは ゴの補体¥ ~P:"_ 
ユち皆 ノfが.ll)Jの柏 町富文1雪 : 
ニまさ 」ず」を;不干111 薗薗@闇 f 
lすん ~ i'.i' t=j n iW .-歯、"

!こ(
社)
~雪 j
---11:..-曙“

に;
貢(
献)
を(

宮 V 間気をすどハ 面施;
(連をづつの野イ福を設‘
84 絡~)かけ人外キ宅止めてい i
) 先 lliい て や 的 ン ま ぞ 働 '
1 --'1'をい f 動クっかき
5 十1:凡ま1JI~ 7夕、りせた

人:せ す j主多 Eiやゐ
9 主主ぜ ゐ 」 の く の 述 。 と

相 u とケ「キ 1助立
で11: 咋たや力、特ャ会
協辿ださににン、 (1守

議 ff今しは京ブ春 な
会なに や " い 気 い な の A 

平巳

ゆ

警鐘ポ奇心子ィ7.ヴiしが明

動G醐

間
叩
回
程
度
。
午
前
日
時
か
ら
午

後

1
時
却
分

V
応
募
資
格
主
に
船
戸
、
白
山

地
ほ
お
よ
び
そ
の
周
辺
在
住
の
印

歳
以
上
の
方
(
昭
和
6
年
5
月
1

円
以
前
生
ま
れ
)

V
募
集
人
員
初
名
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

V
参
加
費

1
0
0
0
円
(
教
材

等
の
代
用
は
別
途
)

V
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

向
山
川
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
川
記
し
、

5
月
四
日
(
金
・
消

印
有
効
)
ま
で
に
我
孫
子
新
田

M

中
央
公
民
館
「
こ
と
よ
き
学
級
L

係
へ

V
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民
館

宮
(
幻
)
0
5
1
5

ク
で
例
引
が
あ
る
ん
で
す
」
と
リ

ー
ダ
ー
の
矢
作
さ
ん
。

附
利
出
作
4
円
、
一
制
祉
に
興
味

を
も
つ
れ
け
午
8
名
が
「
社
会
に
貢

献
し
た
い
」
と
集
ま
り
、
白
、
王
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た

υ

現
有
は
、
大
学
生

を
小
心
に
山
校
生
や
社
会
人
な
ど

位
取
引
で
柄
成
り
平
均
年
齢
も
加
歳

と
わ
い
《

、
モ
な
出
動
は
、
市
の
福
祉
地
設

で
行
わ
れ
る
迎
動
会
や
福
祉
ま
つ

り
な
と
で
、
町
答
者
の
介
助
や
子

供
述
の
出
倒
を
み
た
り
、
手
伝
い

を
す
み

υ

批
近
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
じ
て
柏
な
ど
近
隣
市
へ
も

で
か
け
る
。
活
動
は
日
明
・
祝
祭
日

に
行
な
わ
れ
る
機
会
が
多
く
「
デ

ー
ト
を
す
る
時
間
を
さ
い
て
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
優
先
に
、

み
ん
な
相
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

』

F

太
鼓
教
室
風
景

鑑欝集

る
ん
で
す
…
と
笑
う
内

市
叶
門
小
松
に
通
、
っ
学
生
は
「
実

際
に
陣
刀
お
や
子
供
た
ち
と
一
絡

に
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な
か
ら
、
授

業
で
は
乍
べ
な
い
こ
と
を
体
験
学

刊
で
き
ま
す
」
と
、
将
米
社
会
一
前
祉

太
鼓
打
ち
の
初
歩
か
ら
練
習
を

し
な
が
ら
健
康
と
仲
間
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
応
募
資
格
市
内
在
住
の
方

(
前
回
受
講
さ
れ
た
方
は
、
受
講

で
き
ま
せ
ん
)

V
期
間

6
月
か
ら

8
月
ま
で
の
一

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
午
後
2
時
一

か
ら
4
時

(
6
回
実
施
)

V
場
所
小
央
公
民
館

V
定

員

加

名

V
参
加
費

1
0
0
0
円
(
材
料

費
パ
チ
代
等
は
実
質
)

V
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
屯
話
番
号
、
教
室
名

を
明
記
し
、

5
月
日
日
(
土
・
消
印

有
効
)
ま
で
に
我
孫
子
新
田
討
中

央
公
民
館
太
政
係
へ

V
抽
選
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
を
行
な
い
、

5
月
出
日

(
令
)
士
で
に
辿
知
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
小
央
公
民
館

宮

(

泣

)
0
5
1
5

A
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

鱒句
文京だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締七lJtま毎:Fl1311 (必新L ハガキで l人 1作に限

ります。

応募先我孫子1858j/i役所広報jよ総説

短歌

染谷果径選

大
空
を
ほ
し
い
ま
ま
な
る
花
の
雲
海
老
原
千
代
子

水
ひ
か
る
田
ん
固
と
な
り
て
初
蛙
前
回
は
る

春
の
雪
暮
れ
ゆ
く
町
の
し
づ
か
さ
に
久
保
田
幸
枝

食

べ

残

る

病

人

食

や

桜

葉

に

蛭

間

八

寸

子

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
過
ぎ
て
こ
ぽ
る
る
雪
柳

長
谷
川
敏
子

壁
谷
千
鶴
子

松

浦

白

梅

萩
谷
臼
出
夫

山
崎
諒
一

篠

田

ま

さ

と泣bヲ丙部E土m
きくみ lfigを
占う:t;'r.a.t!人グコ口欠
き四し春く
の人て泥風
灰去あ小つ渡
カミりさけーる
に け さ て 音
待り窓、授有rsむ

つ花に草子ペ
はカ‘宇刀 EP帯主グコ
花が時る花
のり雨
下

山本寛太選

一
病
息
災
ね
と
互
い
に
話
す
年
齢
と
な
り
昨
秋
逝
き

し

友

を

語

り

ぬ

奥

野

二

三

春
耕
の
我
に
つ
づ
き
て
野
の
鳥
は
苛
に
も
怖
じ
ず
小

虫

啄

む

岡

四

消

一

市
ぽ
の
ひ
な
び
し
駅
に
満
開
の
ポ
ピ
ー
は
一
一
円
け
の
瓜

に

ゆ

ら

げ

り

小

出

札

子

友
集
い
小
さ
き
旅
を
楽
し
め
ば
お
と
め
ら
の
ご
と
老

の

頗

華

や

ぐ

浜

梨

民

子

逝
き
し
入
社
い
ち
づ
に
恕
ふ
さ
ざ
ん
く
わ
め
咲
け
ば

す
な
は
ち
零
れ
ゆ
J

い

な

り

橘

藤

尾

山
吹
き
が
散
れ
ば
著
我
の
化
咲
き
ぬ
、
」
の
青
山
に
遍

こ
み
ち

路

の

径

大

杉

栄

一

朝
も
タ
も
老
い
に
負
け
る
な
習
練
ぞ
と
幽
玄
の
曲
議

い

つ

づ

け

る

刷

佐

一

下
羽
鶴
折
る
指
先
に
力
込
め
仰
の
ご
快
癒
を
仲
に
祈

り

つ

海

老

原

下

代

子

保
木
の
八
針
孫
酔
一
本
は
我
が
一
胞
を
守
り
て
点
て
る
刊

予

観

音

三

谷

和

夫

肌
来
、
さ
党
ゆ
る
夕
べ
風
出
で
て
楠
の
古
葉
の
し
き
り

排

ひ

落

つ

'

典

型

死

一

凡

，'"倒惨

主

3
た
つ
引
'
ベ
け

F
U
7

H
譲
り
ま
す
H

V
無
料
*
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
器
具
〈
州
市
原
告
(
制
)
5
4
8

0
〉
牢
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
〈
大
川
宮

(位
)
5
3
0
9
〉
辛
子
供
用
自
転

市
〈
中
村
君
(
制
)
4
0
3
4
〉
本

世
界
百
科
事
典
(
全
巻
)
〈
加
藤
宮

(印

)
1
2
4
8〉

V
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

屯
話
し
て
「
」
い
。
な
お
、
コ
!

ナ
l
掲
載
は
、
市
民
生
活
課
出
資

生
活
係
で
、
電
話
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

V
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
学
用
品
な
ど
、
王
と

し
て
日
用
雑
貨
等
の
耐
久
消
費
財

と
し
ま
す
。
衣
類
、
自
動
車
、
生
き

物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課



築部ヰ器

親

水

広

場

」

が

の

賎

民

の
臼
に
小
q
j
ブ
ン
し
ま
す
。

こ
の
毅
水
広
場
は
、

一、=
出
道
3
5
6
n
V
4総
会
我
孫
子
駅

前
か
ら
十
六
五
台
方
面
に
向
か
っ
て

約
日
分
ほ
ど
、
川
水
〆
街
泣
と
成

問
街
道
の
分
松
山
…
が
あ
ら
“
十
日
く

か
ら
交
泊
め
張
所
と
さ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
、
相
怖
心
役
も
旧
街
一
地
協
を

あ
ら
わ
し
た
滋
撚
が
織
り
、
当
時

を
し
の
ば
せ
て
い
る
。

w

〕
め
阿
川
泣
か
ら
北
憾
と
我
孫
子

第
一
小
学
校
合
山
内
む
形
で
戸
が
る

の
が
れ
河
川
山
門
会
(
右
国
参
照
)
力

サ
一
刻
m
数
は

2
1
3
枇
新
〈
げ

班
)
。
鴎
道
沿
い
の
偶
成
約
加
粁
を

徐
い
て
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
が
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
世
話
と
い
う
総
成
だ
。

も
が
り
た
け
よ
し

会
長
会
務
め
み
絡
狩
鉱
山
凡
さ
ん

説

あ

び

鳥
め
持
物
館
め
斜
め
前
に
、

mm

い
る

自治会訪問怨

旧
水
戸
舗
道
と
成
困
街
欝

ω分

岐
点
。
防
犯
モ
デ
ル
地
域
で
住

み
よ
い
衡
に
。

に
お
話
し
を
川
河
つ

「
こ
の
あ
た
り
は
、
政
協
や
尚
仁

会
館
が
あ
り
、
庁
は
、
町
役
場
も
ふ

っ
て
、
市
の
小
心
的
な
と
こ
ろ
だ

っ
う
?
?
が
、
今
は
M
W
か
な

は
な
っ
て
い
ま
す
“

一
説
工
会
館
の
や
は
は
、
ト
却
市
民

セ
ン
タ

i
が
あ
り
、
町
会
め
い
ろ

い
ろ
な
打
ち
合
わ
せ
に
と
て
も
悦

科
に
活
用
川
口
紅
て
も
ら
勺
て
い
ま

町
会
の

e
M
4

噌
企
町
会
内
に
あ
る
水
一
戸
街

溜
と
成
器
密
道
の
分
続

d

『
毎
年
大
鰐
の
人
で
に
M
g

わ
う
八
城
神
社
の
祭
礼

あ

れ水
は
綴
し
み
な
が
ら
次
へ
の

立
識
を
尚
め
て
も
ら
い
、
初
出

や
同
な
ど
の
水
質
の
保
全
そ

ね
ら
い
と
し
た
も
の
。

3
万
3
2
8
9ヂ
方
伝
の

敷
地
内
心
山
川
被
ボ
ホ
ル
や

ブ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ご
が
あ

る
「
水
の
館
」
日
写
真
H
け
を
中

心
に
、
ミ
ニ
ヂ
抗
出
、
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぷ
培
、
入

μ
に
は
援
ぷ

を
備
え
た
ヱ
ン
ト
ラ
ン
ス
広

場
な
ど
が
配
読
さ
れ
ま
す
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
子
山
以

沼
の
自
然
を
は
じ
め
、
水
と
人

と
の
か
か
わ
り
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
、
学
習
し
た
り
、
い

き
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

5. 

県
民
の
日
オ
ー
ブ
ン
予
定

(5) 1991. 

建
設
進
む
「
手
賀
沼
親
水
広
場
」

長
寿
町
内
舎
は
れ

1f与
大

設
な
も
の
は
活
了
合
同
の
八
坂
神

社
の
祭
礼
へ
の
参
加
で
す
り
毎
年

7
バ
に
行
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
子

ど
も
述
も
楽
し
み
に
し
て
い
て

例
年
と
て
も
は
ダ
わ
い
ま
す
り

ま
た
、
ニ
め
あ
た
り
は
平
成
川

村
作
成
か
ら

3
年
度
法
で
、

m
w
犯
モ

デ
ル
地
域
め
指
定
会
党
け
て
い
る

ん
℃
す
。
都
月
お
日
け
に
は
、
防
柁
知

山叩
MN
さ
ん
を
中
心
に
、
ん
伐
パ
ト
ロ

i
ル
を
一
行
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ

で
、
だ
い
ぶ
小
さ
な
犯
践
が
減
っ

た
よ
句
つ
で
す
ね
の

E

、

古
」
よ
ノ
し

、ν

…
r

の
V
こ
ぎ
と

m，
V
F
主

主

く

の

歌

人

が

東

京

根

岸

に

あ

る

子

滅

的

家

二

4
p
a事
守

点

一

い

ま

す

。

草

分

を

し

て

い

ま

す

。

…

帯
状
は
従
っ
て
節
の
旅
明
治
片
山
年
、
長
編
の
「
え
い
…

…

如

何

根

川

を

拝

中

り

絵

、

ぇ

米

れ

ば

例

に

よ

っ

て

相

お

く

れ

絞

へ

ど

み

る

と

、

お

そ

ら

く

3

は
一
災
自
激
石
の
撒
蹴
で
「
東
京
一

J
ん
ら
よ

一

品

川

制

悩

る

も

、

御

礼

の

し

る

し

ま

?

に

い

づ

梢

川

1
図
、
前
年
に
開
通
し
た
ば
か
相
朝
日
新
聞
州

γは
巡
載
さ
れ
ま
し
…

…

抑

制

北

村

に

鴬

鳴

く

も

勺

ト

在

り

焼

、

羽

ぜ

て

こ

の

た

び

は

り

の

成

田

絡

め

利

点

で

成

町

閉

ま

で

た

。

そ

し

て

米

一

義

目

的

杉

村

…

一
こ
の
歌
は
州
同
氏
火
や
め
取
れ
作
突
然
抑
制
伺
ひ
、
聞
や
ひ
の
外
の
民
一
品
一
行
為
』
、
機
を
み
て
か
ら
神
崎
釘
め
楚
人
一
誌
は
と
か
く
批
判
の
あ
っ
…

た
4
M
j
w

か
か
わ
ら
ず

一

「

土

い

の

済

活

、

民

…

蓄

が

間

切

符

い

も

不

一

語

を

か

へ

で

の

御

も

や

出

家

を

訪

問

し

た

と

思

わ

れ

ま

た

「

さ

の

述

拍

手

芸

く

支

持

…

…
治
話
相
十
(
一
九

O
ニ

)

湖

北

村

て

な

し

、

燦

々

御

迷

惑

の

御

こ

と

す

。

数

日

滞

犯

し

、

そ

の

問

も

う

し

た

…

人

で

し

た

。

ら

ょ

う

ど

…

…

(

我

孫

子

市

)

に

ぷ

寄

っ

た

時

こ

の

年

に

「

内

問

機

い

が

発

刊

さ

一

…

に

一

平

ん

ど

ち

の

で

す

。

た

か

し

れ

、

よ

い

の

執

議

以

後

、

競

争

ム

…

史

的

見

;
I
講
師
開
酔
匙
昂
喝
融
f
i
u、
、

空

会

需

拡

酔

韓

騨

と

る

機

会

が

な

い

号

、

筑

波

…

一
J
t
1
4
4鬼
頭

車

暗

号

車

/

ま

監

事

費

器

購

の

下

で

竹

林

持

続

芸

、

大

一

区

…

¥
?
3
2
L
H
J
L
W
3
3富
一

一

噂

i
t
-
-
-
3
4題
、

4

一
有

3
1
4
4
B
S
な
ど
を
作
り
州
慰
問
中
に
幼
む
か
-

…
問
山
山
村
剖
生
(
訂
下
町
〉
以
生

phu・
句
、
「
白
様
」
な
ど
会
後
統
一

一
ま
れ
ま
し
た

u

山
脱
出
制
体
質
で
あ
と
品
川
Mm
に
存
市
中
使
、
成
山
の
椀
林
寺
出
家
は
江

μ時
代

は

じ

め

か

一

成

成

山

山

め

梅

林

を

凡

で

、

行

取

し

て

い

ま

、

て

一

一
っ
た
野
川
、
少
年
時
代
ず
誌
は
五
日
ば
か
り
の
っ
ち
に
は
浅
へ
ら
の
一
地
建
設
¥
惑
は
茨
城
県
選
法
で
日
主
連
ん
ど
の
で
し
ょ
う
口
火
ぶ
4
刊
さ
識
で
逝
く
蕊
…

…
胤
の
川
一
世
と
心
身
の
鍛
織
の
た
る
紅
花
に
な
り
棋
だ
め
、
お
な
じ
山
山
の
盟
会
議
日
以
飯
川
新
ぶ
衛
門
の
そ
し
て
帰
り
は
科
掛
川
縁
、
も
少
い
で
災
塚
部
は
短
い
ゑ
械
の
山
一

一
め
、
徒
少
旅
行
合
試
み
、
自
然
も
の
会
機
り
巡
し
で
は
み
や
つ
に
長
男
で
ル
ザ
出
家
心
人
附
し
て
い
ま
で
よ
り
、
湖
北
村
を
散
策
し
、
だ
に
、
下
一
総
の
歌
人
た
ち
と
文
学
…

一
と
線
総
会
山
本
め
て
い
ま
し
た

U

て
も
い
照
之
、
途
中
の
以
想
的
叫
に
は
す
り
郊
の
父
泌
次
郎
(
県
会
議
対
)
ぷ
ん
「
小
川
引
の
純
し
い
で
取
子
に
'
い
じ
め
斜
交
を
深
め
な
が
ら
、
技
…

こ
れ
れ
制
〈

…
湖
北
村
に
い
仏
寄
っ
た
持
も
成
山
間
一
向
変
り
も
い
燃
之
、
取
予
と
山
中
す
ど
斡
お
衛
門
は
政
次
で
、
部
と
怒
わ
た
り
、
…
泊
し
て
七
日
に
対
郷
孫
子
を
必
ね
、
ま
た
地
元
ゆ
か
一

っ
か
8
品
川
J

一
香
取
に
参
品
川
山
て
線
機
。
学
友
所
へ
…
治
親
七
円
口
畑
…
早
川
坤
心
百
社
り
は
水
一
戸
中
学
的
学
友
で
し
た
。
歌
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
対
郷
り
の
杉
村
知
人
認
や
「
自
陣
」
…

一
で
あ
る
守
山
武
(
千
葉
然
一
想
的
常
:
:
片
田
舎
は
持
々
は
か
へ
出
入
明
、
る
み
っ
た
患
の
も
と
へ
は
後
に
、
正
問
問
主
臓
の
盗
用
で
ふ
っ
と
か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
た
の
…

ら
-
Vむ
さ
ず

…
相
川
)
を
訪
山
内
し
て
い
淡
十
。
ね
ば
と
て
も
や
り
さ
れ
不
市
中
倣
、
吋
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
伊
藤
忠
子
夫
、
た
節
は
、
待
出
家
か
ら
の
土
ぃ
誌
を
で
す
。
合
法
的
判
例
子
)
一

192 

御
投
心
山
中
下
さ
れ
候
問
問
…
析
は
家
出
口

一
同
に
で
賞
味
仕
り
様
、
一
一
併
は

綴
絡
へ
つ
か
は
し
ゅ
様
、
体
ゆ
ら
し

も
う
す
べ
，
、

き
も
の
と
喜
び
可
取
俄
、
ひ
し
は

を
頂
戴
仕
り
倣
へ
ば
予
前
総
靖

少

く

悦

:

:

:

入
館
鵠
万
人
目
は
鳥
取
擦
の
調
口
蔑
夫
さ
ん

住
み
や
す

っ
て
い
く
う

と
節
は

3
月
四
日
に
寺
町
的
議
宛

心
礼
状
を
送
っ
て
い

び

れ

幽で》

ι， 

れ

重
要
で
す
ね
L

V
会

長

持

ー

の

れ

の
符

d5 

あ

-匂〉

込四割

ガ
キ
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
年
山

無
料
パ
ス
、
花
来
な
ど
が
紛
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
門
口
ま
で

の
入
館
翁
数
は
mw
万
9
4
人
で

1
円
以
平
均
は
す
る
と
3
8
3
人

(
闘
館
日
数
2
5
6
付与

ω

開
館
泌
総
か
ら
好
評
で
初
年

波
め
年
間
入
節
目
椋
の
qv
万
人

を
わ
ず
か

3
か
バ
で
油
成
α

市

内
は
も
と
よ
り
削
除
外
か
ら
も
大

都
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
尽
か
ら
は
然

6
路
公
溜

れ
川
沿
じ
ぷ
ゑ
フ

震
「
道
関
内
で
つ
づ
る
鷹
涯
の
散

問
グ
が
開
催
中
。
滞
在
の
使
う
道

具
総
数
混
や
騰
の
ハ
ク
製
な
ど

多
数
を
線
治
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年

次

に

之

年

次

明
、
山
サ
門
誌
は
討
を
学
び
、
女
娩

と
し
て
の
山
は
か
な
入
山
形
成

を
め
ぢ
す
も
の
。
今
印
刷
は
、
日

名
が
入
学
し
ま
し
た
。

2
年
生
の
拍
子
以
灘
、
え
ら

れ
、
ム
ボ

i
ル
に
入
場
す
る
新

入
生
は
、
や
や
以
品
川
取
の
…
間
持

ち
。
「
子
ど
ち
の
ヂ
が
離
れ
、

自
分
め
生
き
方
を
見
つ
め
な

お
し
た
く
て
」
と
新
入
生
め

一
人
は
、
入
学
的
動
機
を
諮

っ

島
の
博
物
館
開
館

f
年
足
ら
ず
で
達
成

ぬ
の
持
物
簡
の
入
館
お
数
が

4
月
日
日
(
や
ふ
)
、
日
万
人
余
」
伽
川

被
。
叩
万
人
留
め
入
館
と
な
っ

た
の
は
、
流
出
市
在
住
の
長
期
均

と
こ
ろ
に
孫
の

い

い

た

鳥

取

県

明

治

市

め

出
口
茂
夫
さ
ん
{
郎
裁
)
。

「
う
れ
し
い
:
い
い
記
念
に
な

り
ま
し
た
¥
博
物
館
か
ら
山
凶
器
念

品
と
し
て
ダ
チ
ョ
ウ
の
邸
や
絵
ハ

あ

』

F
人
気
の
ひ
と
つ
企
画
展

A
記
念
品
を
手
渡
多
れ
、

喜
び
の
居
ロ
A
O
ん

び

あ

れ

|句、時

4
月
日
比
日
(
木
)
、
わ
い
は
く

の
強
風
の
や
、
焔
人
大
学
第
日

期
生
の
入
学
式
が
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
(
写
真
)
。

こ
の
火
山
や
は
つ
ω
年
制
で
、
ー

式
後
に
は
、

い
う
こ
と
L

と
い
う
テ
|
?
の

記
念
講
談
心
み
ん
な
熱
心
心
符

会
傾
け
て
い
ま
し
た
。

.ー，
L占

れ

中
央
公
民
館
婦
人
大
学

第
口
期
生
お
名
が
入
学

1
6
9
6台

去

平
成

2
年
度
放
置
自
転
車

1
6
9
6
台
を
撤
公
約
こ
れ

は
、
平
成
立
年
度
中
に
撤
去
さ

れ
た
欣
畿
自
転
車
の
数
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
自
松
ぃ
堂

本
場
以
外
的
場
所
に
説
い
て
、

駐
車
場
に
格
動
さ
れ
た
白
紙
本
も

多
数
あ
り
ま
す
。

予
経
な
交
通
ヂ
段
と
し
て
、
自

転
一
棋
は
、
火
山
仇
便
利
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、
自
転
川
阜
の
集
中
す
る

駅
周
辺
で
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
以
外
に
訴
か
れ
る
白
紙
単
じ

よ
っ
て
引
き
起
こ
お
れ
る
交
通

障
害
な
ど
が
、
数
年
前
か
ら
火

急
な
社
会
持
組
と
な
っ
て
い
決

す。れ
に
川
悦
い
し

“官捗
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J耳

円 相 知 押 印 持 品 川 必 品 田 舗 前

〉 口 」 M P 器 問 〉 明

、 コ 部 以 州 部 M 明 斗 ∞ m i 3 3

ゆ り 八 「 、 明 河 湾 虫 i g o 」

J M 協 洪 砂 洲 潔 g i お お

い 出 回 U R M 川 淵 司 器 i N J J 」

ぬ 説 的 問 湖 沼 器 1 S S

い 叩 鎚 謝 撒 滋 地 w g i 二 三

紛 失 同 断 溜 ま 1 0 」 」 」

J 滋 穿 欄 宏 i o J 造

物 ゆ 仰 は v w i ∞ 品 i 」 む 0 0

海 市 川 摘 は V 山 u j 司 1 3 ω 」

J鴎 a M m ゆ 同 協 窓 i 部 二

私 門 廿 冷 め 別 関 ∞ M l o 沼 山

崎 溺 8 議 滋 隠 額 i M M d

》 吋 m M m 明 快 溺 諮 問 i 立 小 ∞

心 引 い じ

品 川 叫 戸 ¥ 樹 立 川 淵 告 静

岡 防 除 四 隣 府 一 問 機 鈴

V 回 調 印 溜 」 ω 邑 ハ 由 〉 作 柄 融 機 」 墨 付 初

め J r 」 刃 嵩 弘 代 哲 待 # C G 雪 線 珍

V 3 閥 号 締 - E 議 選 民 S 溜 崎 将 ハ 喜

洲 号 ト 巴

V 効 活 湖 」 O O B ハ 崎 将 浴 浦 知 護 〉

V 週 「 J 叫 W M O 持 毘 碍 9 8 ム 〉 宅 宏

一 汁 併 設 灘 8 部 議 議 母 印 惜 し ¥

一 紬 ω 鴎 外 措 什 山 市 清 Q M 器 O U バ ゆ 一

v m 課 ω 鴻 ω 出 ハ お 〉 令 滋 川 一 滋 お

め ハ 灘 間 砂 令 部 ∞ 諜 〉 議 河 合 い け

V 鵜 叫 W 繍 潔 湾 総 務 N 穴 削 初 日 出 総

ハ M 川 鴻 鶴 湾 2 3

V 議 燃 は h O 総 し ャ u u i 〆 じ j M ヤ 一 %

U 割 減 ハ ゆ 日 〕 岱 鴻 設 〉

V 謹 r J 叫 W 3 待 外 議 時 時 8 3 N b ω 。

一 割 ハ ム ケ q μ 山市 ρ 浮 ¥ 盤 髄 一

一 〉 事 勘 一 J は ¥ ぜ 比 f U 4 8 鶴 薄 L 一

、 由 理 σ 2 8 E ハ ハ け 〉 円 前 議 品 事

V 舗 環 器 m m ゆ 麓 ラ i 」ヤ

v h / 枇 綱 渡 甥 滋 」 ∞ 0 0 3 ' 依 田 部 0 0

3  
V 璃 r J 叫 W び 持 続 q h H 山 市 税 特 務 山 続 時 W

8 8 8 w ∞ ハ 内 明 感 」 O 閣 僚 ひ m v n 市 内 総 ω 抑 制 〉

一 捌 ソ J 器 ぃ 鱗 J J 斡 ¥ … ー 一 ゆ …

… 綿 一 J ∞ 例 制 鴻 縦 一 … ゆ 一

V 叩 期 間 加 型 的 関 ハ 治 〉 抗 議 ω お お

凶 w u m v 検 隊 仏 語 附 W A リ ハ ア 総 務 讃 〉

V 帥 湖 沼 司 器 部 ゆ 蹄 偲 冷 パ 除 問 戴 腕 例

V B 四 円 強 待 出 獄 〉 ハ ハ 〉 議 J W v h u 詩

〈 同 院 一 割 〉 綱 同 鴎 〆 総 鯵 E S

V 謹 仁 川 W 3 母 〈 鶏 冠 〉 1 3 ~ 一 一 時 S N 〉

お お J ハ 川 閉 山 貯 〉 号 外 出 時 W 8 5 8 2

一 滞 期 山 市 巴 一 耕 一 議 額 蔀 齢 一

一 湖 r A 自 縛 S リ 立 仁 一

J V 凶 器 四 羽 J M m w ハ 岳 〉 丹 市 器 三 課 詔

湖 〈 〉 続 殺 室 〉

V 枇 櫛 潔 器 対 側 納 税 滋

V 議 r J 叫 W 3 待 潟 議 時 柑 ハ 恕 〉 O J 惣

じ じ じ じ

m p 一 向 碍 ~A古 川 V T V Wぺ W U 捌

V 強 制 糊 羽 出 尚 渋 鶴 男 抑 制 獄 」 器 凡 片

山 げ ω 淑 ∞ O め

V 鏑 淵 司 1 3 岡 山 葬 誠 議

V ゆ 滞 3 S 0 0 3 ( 》 / ゆ ゆ g o 苫 〉

V 笹 「 、 伊 h q ・ 亙 乞 砂 さ 母 滋 議

ぬ ハ g u c m M M

(
期
5

0
 N
z
 

立)f
¥Il
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抑
J
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守川

辺

袋 詰 器 購 ω 伊 ∞ 邸 時 端

部 ∞ 〉 対 笹 川 智 〉

謀 知 劉 鴎 践 例 蹄 ∞ 品 1 4 4 J O 滋 U R 砂

渉 開 可 1 8 m m 掛 時 め 附 m g i a 北

部 補 国 国 鴎 憾 ∞ 1 i o ω o ω

勢 議 出 向 勝 測 線 羽 田 1 3 3

海 森 議 弱 点 州 議 官 け ば い ¥ も i ∞ ∞ i O J h J

s m 偽 醤 ∞ ∞ l 士 宮

パ U U C 尚 ∞ ∞ 1 2 M ω

隙 間 断 溺 鴻 繍 〈 ゆ 4 R 世 阿 〉 ∞ 1 1 M ω 出

〈 は 川 ) ∞ 刊 ・ P ' s - o o J 印 〈 ぐ 郊 ) ∞ ∞ i 担 当

浅 防 車 尚 躍 は V 山 w i g - ω E O

w m M m 砂 供 出 灘 吋 V W l ∞ m l g 窃

務 官 尚 漂 ぱ V W i ∞ ∞ i m ω 招

議 同 m A N V W i 湖 沼 i 司 川 日 出 総 洪

砂 部 i 諮 問 川 議 除 ∞ ω l 二 部

も i て L V 代 J t o嚇 一 一 口 蜘 …

V 叩 部 ω 週 間 田 ハ 田 〉 作 市 開 ω 諮 り

山 V A H 議 仰 向 調 ハ 調 刈 δ 餓 ゆ ω 出 〉

V 線 部 剖 え i ア 斗 A i 」 ぐ 枇 機 〈 必 時 〉

磁 が け は V 、 も 1 7 U U C 出 し 翠 F Q 〉

V H 叫 踊 畑 山 開 〉 山 V J U リ ー ゆ 潤 M M q 思 議

豆 行 口 0 1 3 3 前 市 議 ベ リ 識 調 潮 位 法

v m 岱 ヤ M P ~ で 謹 「 J 叫 切 さ 母 線 〉 A U

d u U 胤 w m 史 、 チ S 凶 一 舛 m 3 1 岳 〈 V 5

削 刊 パ リ … H f 附 問 削 酬 な ¥ / U U ， 社 ハ 係 当 ・ 涼 お ‘

仰 甥 ・ 附 側 関 似 刷 出 叩 品 叩 仰 辺 倒 刊 〉 ぺ 〆 務 則 被 山 市

」 ∞ ∞ ∞ 品 部 川 品 調 欝 峨 織 洋 問 機 時 時 ハ 務 〉

J J J J 、 /

可 制 総 出 関 鴻 潜 ふ …

一 明 蹴 出 悩 糊 糊 山 内 嚇 出 ヤ 塑 将 校 時 …

凶 A U 2 8 N ヌ 減 論 溺 品 川 計 器 一 % ノ 縛

刷 州 総 結 決 什 「 / 3 3 パ 仁 川 河 バ 判 。 必 m h H

A ソ 織 強 … μ 祁 溜 泊 Q 〉 川 淵 3 A 叩 議 機 ぐ

パ J 邸 側 同 州 ペ リ 8 添 弐 忍 滋 品 開 滋 溺 ?

" ぐ ら J U o

V 回 調 印 3 6 田 〈 邑 〉 令 添 」 甲 部 り

m v ω 串

V M m 湖 沼 酌 ハ m 初 出 守 漁 獲 Q U 瀦 助

事 協 縦 〉

V 櫛 W 活 湖 鴻 護

V m w 戸 、 附 V V - 週 仁 川 W 3 は 小 諸 」 o

m ハ ゆ 〉 川 河 パ リ 一 行 〆 エ 辻 札 ポ コ 効 … h J

的 〉 … μ 防 潔 〆 問 的 〆 縁 関 綿 織 品 開 話 路

ぐ ノ “ 引 川 司 話 器 深 部 」 i J 印 i 叩 減 矧

繍 け 懇 話 同 時 終 潔 崎 線 灘 滋 鶏 吟 i 汽

M N の ゆ S M v a o J ¥ /

動} q
 

<<l
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鵜 漏 れ O m w w 糊 斜 織 協 鱒 命 制 …

u u u M m c i ~ A N q u u i 嚇 融 制 …

v 湿 器 α 認 古 田 ハ 什 ノ ゆ 出 柚 州 諸 〉

V 喜 怒 沼 山 市 品 開 遺 憾 一 ド 調 山 m u ラ い L

A N d 4 4 3 3 山 び 潜 m m Q U B G m M 4 4 側 内

溜 報 。 〈 取 U i u N m O 酌 J 草 川 広 議 場 〉

V 滋 砂 縫 翠 A U l u N W 加 刷 機 器 刈 斗

塁 令 翠 む 署 長 め 〆 N u l N 削 減 守 酪

法 浴 車 議 拘 潜 ω 認 お め 〆 ω u | U F

羽 E ヨ 対 畏 ぱ V 、 も i 窓 口 市 部 ω 扇

V 怨 ぐ 伊 知 ザ ・ 珪 仁 爪 則 合 同 小 一 羽 E

g ハ ゆ 〆 議 倍 誠 滋 〉 川 内 ペ 江 川 市 附 織 〉 N H

さ れ 母 務 機 s m w 溺 ノ 四 ωノ 附 判 織 的 J 線

部 制 限 機 〆 u i u N 泌 市 議 開 ぐ ノ 山 間 関 m m

向 論 点 W A 叩 部 議 O A U M 〆 “ 市 川 コ 務 羽 叶 び

告 掲 洲 一 可 同 級 綴 蹄 凱 凶 問 斗 時 抑 制 制 附 湘 二 U N 〆 v h

u u i 票 時 同 O 品 川 仙 ハ ヨ 〉 日 」 立 、 /

諜 神 世 矧 河 内 V バ W U 潤

V 議 議 岳 部 嵐 田 梶 田 有 理 古 田 必 ω o

出 w j n 市 南 獄 。 器 ω O ゆ ハ 蛍 U Z J 骨 折 溺 器 〉

二 議 斗 m v c 翠 〉

じ 「 」 じ れ レ

線 沿 蝋 部 蹴 剛 A m m m 踊一

ω 詣 ω m 山 ハ 諦 〉 ひ ω 3 m O G 川 神

ペ リ … υ 3 3 3 0 却 開 制 制 。 州 問 調 郊 州 開 … υ

冷 持 川 W J 小 説 門 v n嚇 滋 掛 似 品 叩 3 r J

m 滋 帥 隊 機 A m 阪 刊 誌 ぐ 川 河 川 判 。 州 ザ 鰯 叩 蜘 品 叩 捌 M

h O 山 w 一 偽 A U 隣 謹 一 H 的 問 溜 ぐ パ ピ 山 び 劉

諮 ノ ハ 門 領 f 調 講 ' 物 期 N W 代 品 叩 涜 榊 畑 一 υ

謹 滅 瀦 凡 w a r J 銭 外 n u d 〆 九 回 別 け 品 開

設 露 「 J 「 ¥ 聞 神 斗 。

V 菖 「 〆 臥 叫 斗 U A 同 司 盟 問 w m 灘

山 間 協 謂 凶 ロ 鵠 臨 場

V 也 事 印 油 」 」 田 ハ u c n 引 際 ω 忍

w v 綴 潔 1 d 別 仙 川 鵠 X A i 守

V 首 脳 畑 山 附 縦 m q m v J 出 洲 町 V F 3 丹 治

喰 糊 滋 叫 明 診 が け M M q 対 削 減 山 市 淑 磁 鴻

険 路 沿 郷 Q U M

V 議 品 晴 樹 州 削 川 仰 附 引 開 J W M 山 総 苅 治 議

治 郎 仰 向

V 3 土 砂 討 は 州 押 部 山 市 山 M 凶 線 路 沿 感

ゆ ぬ ( 望 〉 ∞ 式 J

同 踏 む 針 / h H n o w M 協 議 切 口 削 減 磁 命 感 ミ

河 川 悦 一 戸 総 溺 山 市 機 瀦 嚇 バ リ 治 努 織 翠

物 議 偽 N 1 A リ 叫 明 味 付 判 。
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O
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剖 思 懇

V 箆 鷺 白 川 日 却 の 由 ハ 防 〉

V ゆ 齢 制 射 、 倒 語 闘 機 判 明 3 惨 議 ノ 遺

お 潟 副 司

V 錦 織 榊 将 司 鏑 m 布 部 蒲 締 潔

V 滋 線 路 3 ・ 醜 r J 砂 合 体 小 川 必 母

印 ハ 油 〉 U ， m v M m m ハ N X 〉 倒 神 ペ リ 一 ね 議 務

総 潔 郊 織 総 議 消 防 ハ 町 〉 d m m 〉

U 山 市 〕 U V 関 山 棚 田 岡 山 澗 回 U V J w i ア

開 問 8 川 m m 割 引 H u q m v ノ 議 潜 ぐ

河 川 U N 弘 治 け T E 糊 齢 制 鮒 E S 惑 義 感 九 い

ぐ パ 誠 泌 釘 U 山 市 M U Y 潟 綴 宙 線 灘

臼 辻 同 病 出 。 総 畷 必 U U V A 斗 Y V 」 ヤ r

u d d N 吋 釘 鎖 的 必 お 殺 ぐ や 八 河 川

叫 m r J O

V 混 同 m 寄 副 総 務 み ハ ベ M U ¥ 〉

w v w m 澱 欝 印

市 i q u u 守 ア ー 議 。 し

工 法 守 q l Q 1 u u u な に け し

W い i パ 匂 Y 1 べ V ¥ 出 納 織 部 し

V 回 調 m 週 M 白 ハ 印 〉 抑 制 紗 同 議

u o ゆ 避 嗣 m ハ 謡 邸 内 計 際 問 一 夜 〉

v 、 / 邸 捌 設 的 知 識 M m O 0 3 〆 》 譲

N 0 0 0 3 J 回 調 示 。 C 3 ハ 九 w - K Y 調 滋

鴻 ノ ω 調 印 田 〉

V 〉 融 制 油 精 鴻 w m m 期 同 羽 織 働 協 J U ，

U Q U N U N U ペ 札 ア 溺 攻 防 部 J 州 出 一 説

法 憾 〆 ω m q 日 J w i 代 U N ぱ v d u i 〆

て U j T ん ω w U 仰 山 小 〆 光 代 l J 器 部

川 貯 時 制 芯 湖 出 O W N - 0 ・ 臨 機 鶏 滋

持 砂 め 関 ・ 品 問 ゆ 時 ' 号 沿 め お

隣 同 〆 品 市 内 J V J 選 議 間 協 臓

V 3 「 〆 J 防 討 は 洋 … 助 制 対 誠 鶏

時 w a g - g

滞 諮 M m 硲 描 桜 山 崎 山 〉 離 郷

v m 議 ∞ 3 8 m w 〈 ゆ 〉 れ で 蔀 惑 問 機 り

m v 令 際 ω 晴 樹

V 溢 禦 議 議

ア ゆ 議 L ポ 轡 総 与 M 磁 制 叫 持 品 同 町 問
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